
(57)【要約】

【課題】共通電位を第１の基板側から第２の基板側に供

給する液晶表示装置において、その信頼性を向上させる

と共に狭額縁化を図る。

【解決手段】第１の基板１０側に形成された透明電極パ

ッド１６は、コンタクトホールＨ１を通して保持容量線

ＳＬと接続され、平坦化膜１５上を垂直駆動回路１０２

上に重畳するように延在している。垂直駆動回路１０２

上に重畳する透明電極パッド１６は、同径もしくは略同

径のスペーサ粒子１８及び導電粒子１９を含むシール樹

脂３０を介して、第２の基板２０の対向電極２１と接続

されている。即ち、第１及び第２の基板１０，２０は、

シール樹脂３０により、同一箇所で貼りあわされると共

に、電気的に良好に接続される。これにより、液晶表示

装置の信頼性が向上すると共に、その狭額縁化を図るこ

とができる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 に 液 晶 が 封 止 さ れ て な る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表 示 画 素 を 含 む 画 素 領 域 と 、 前 記 画 素 領 域 に 隣 接
し て 配 置 さ れ た 駆 動 回 路 と 、 共 通 電 位 が 供 給 さ れ 各 表 示 画 素 の 保 持 容 量 の 容 量 電 極 を 形 成
す る 保 持 容 量 線 と 、 前 記 保 持 容 量 線 を 被 覆 す る 絶 縁 膜 と 、 前 記 絶 縁 膜 に 開 口 さ れ た コ ン タ
ク ト ホ ー ル を 介 し て 前 記 保 持 容 量 線 と 接 続 さ れ 、 前 記 駆 動 回 路 と 重 畳 す る 位 置 に 至 る ま で
前 記 絶 縁 膜 上 に 延 在 す る 第 １ の 透 明 電 極 と 、 前 記 第 ２ の 基 板 の 前 記 第 １ の 基 板 と 対 向 す る
表 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 透 明 電 極 と 、 を 備 え 、
　 前 記 第 １ の 透 明 電 極 及 び 第 ２ の 透 明 電 極 は 、 ス ペ ー サ 粒 子 及 び 導 電 粒 子 を 含 み 前 記 画 素
領 域 の 周 囲 に 形 成 さ れ た シ ー ル 樹 脂 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液
晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 シ ー ル 樹 脂 の 一 部 は 、 前 記 第 １ の 透 明 電 極 上 も し く は 第 ２ の 透 明 電 極 上 の う ち 前 記 駆
動 回 路 と 重 畳 す る 領 域 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 導 電 粒 子 の 粒 径 は 、 前 記 ス ペ ー サ 粒 子 の 粒 径 と 等 し い か 、 前 記 ス ペ ー サ 粒 子 の 粒 径 よ
り も ０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ２ μ ｍ 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 晶
表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 保 持 容 量 線 は 、 前 記 画 素 領 域 に 隣 接 し て 配 置 さ れ 、 か つ 前 記 画 素 領 域 内 に 至 る ま で 延
在 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の 基 板 上 に 、 前 記 共 通 電 位 が 供 給 さ れ る 端 子 と 、 前 記 端 子 と 接 続 さ れ た 共 通 電 位
線 と が 配 置 さ れ て お り 、 前 記 保 持 容 量 線 は 、 前 記 共 通 電 位 線 を 介 し て 前 記 端 子 と 接 続 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 透 明 電 極 と 前 記 第 ２ の 透 明 電 極 の い ず れ か 一 方 、 も し く は 両 者 は 、 Ｉ Ｔ Ｏ か ら
な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ 、 ５ の い ず れ か に 記 載 の 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 に 関 し 、 特 に Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 上 に 形 成 さ れ た 対 極 パ ッ ド 部 と Ｔ Ｆ Ｔ
基 板 に 対 向 す る Ｃ Ｆ 基 板 上 に 形 成 さ れ た 対 向 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 接 続 構 造 を 有 し た
液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 駆 動 の 液 晶 表 示 装 置 に お い て は 、 Ｔ Ｆ Ｔ （ Ｔ ｈ ｉ ｎ 　
Ｆ ｉ ｌ ｍ 　 Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｉ ｓ ｔ ｏ ｒ ） が 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 と 、 対 向 電 極 及 び カ ラ ー フ ィ
ル タ が 形 成 さ れ た Ｃ Ｆ 基 板 と が 、 シ ー ル 樹 脂 を 介 し て 接 着 さ れ て い る 。 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 、 Ｃ Ｆ
基 板 、 及 び シ ー ル 樹 脂 で 囲 ま れ た 空 間 に は 液 晶 が 封 入 さ れ て い る 。 対 向 電 極 に は 共 通 電 位
Ｖ ｃ ｏ ｍ （ 対 極 電 位 ） を 与 え る 必 要 が あ る が 、 Ｃ Ｆ 基 板 側 に は 端 子 部 が 無 い た め 、 Ｃ Ｆ 基
板 側 か ら 対 向 電 極 に 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ を 供 給 す る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ こ で 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 の 端 部 上 で 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ が 供 給 さ れ る 共 通 電 位 線 と 接 続 さ れ た
電 極 か ら な る 対 極 パ ッ ド 部 を 形 成 し 、 こ の 対 極 パ ッ ド 部 と 対 向 電 極 と を 有 機 樹 脂 に 混 合 さ
れ た 導 電 粒 子 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 次 に 、 対 極 パ ッ ド 部 を 有 し た 従 来 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す
る 。 図 ４ は 、 従 来 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ は 、 図 ４ の Ｙ － Ｙ 線
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に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 Ｔ Ｆ Ｔ 基 板 で あ る 第 １ の 基 板 １ ０ 上 の 略 中 央 に 、 マ ト リ ク ス 状 に 配
置 さ れ た 不 図 示 の 複 数 の 表 示 画 素 を 含 む 画 素 領 域 １ ０ １ が 配 置 さ れ て い る 。 そ の 画 素 領 域
１ ０ １ の 周 囲 の 第 １ の 基 板 １ ０ 上 に は 、 不 図 示 の 走 査 線 及 び デ ー タ 線 を 介 し て 各 表 示 画 素
と 接 続 さ れ た 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 及 び 水 平 駆 動 回 路 １ ０ ３ 等 の 駆 動 回 路 が 配 置 さ れ て い る
。 さ ら に 、 第 １ の 基 板 １ ０ の 額 縁 （ 即 ち 、 画 素 領 域 １ ０ １ が 形 成 さ れ て い な い 第 １ の 基 板
１ ０ の 端 部 の 領 域 ） に は 、 ４ つ の 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 各 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ は 、 後 述 す る よ う に 、 Ｃ Ｆ 基 板 で あ る 第 ２ の 基 板 ２ ０ の 対 向 電 極
２ １ に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 各 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ の 間 は 共 通 電 位 線
Ｃ Ｏ Ｍ ２ に よ っ て 接 続 さ れ て お り 、 共 通 電 位 線 Ｃ Ｏ Ｍ ２ は 、 画 素 領 域 １ ０ １ に 隣 接 し て 配
置 さ れ た 端 子 部 １ ０ ５ の 中 の １ つ の 端 子 １ ０ ５ Ａ に 接 続 さ れ て い る 。 従 っ て 、 こ の 端 子 １
０ ５ Ａ に 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ を 印 加 す れ ば 、 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ を 介 し て 第 ２ の 基 板 ２ ０ の
対 向 電 極 ２ １ に 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ を 供 給 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 、 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ の 詳 細 に つ い て 説 明 す る 。 図 ５ に 示 す よ う に 、 第 １ の 基 板 １
０ 上 に 、 不 図 示 の Ｔ Ｆ Ｔ の バ ッ フ ァ 膜 １ １ 及 び ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 介 し て 、 共 通 電 位 線 Ｃ
Ｏ Ｍ ２ と 接 続 さ れ た 電 極 １ ０ ４ Ｅ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 電 極 １ ０ ４ Ｅ 及 び 垂 直
駆 動 回 路 １ ０ ２ を 覆 う よ う に 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 及 び 平 坦 化 膜 １ ５ が 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に
、 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 及 び 平 坦 化 膜 １ ５ に 開 口 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル Ｈ ２ を 介 し て 、 電 極 １
０ ４ Ｅ と 接 続 さ れ た 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） か ら な る 透 明 電
極 パ ッ ド １ １ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ２ ０ 上 の 透 明 電 極 パ ッ ド １ １ ６ が 形 成 さ れ て い な い
領 域 に 設 け ら れ た シ ー ル 領 域 に は 、 両 基 板 を 貼 り あ わ せ る た め の ス ペ ー サ 粒 子 １ １ ８ を 含
む シ ー ル 樹 脂 １ ３ ０ が 形 成 さ れ 、 そ れ よ り 内 側 の 空 間 で 液 晶 Ｌ Ｃ が 封 止 さ れ て い る 。 ま た
、 透 明 電 極 パ ッ ド １ １ ６ と 対 向 電 極 ２ １ と が 重 畳 す る 領 域 に は 、 導 電 粒 子 １ １ ９ を 含 む 有
機 樹 脂 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 透 明 電 極 パ ッ ド １ １ ６ と 対 向 電 極 ２ １ と は 、 コ
ン タ ク ト ホ ー ル Ｈ ２ 内 に 存 在 す る 導 電 粒 子 １ １ ９ を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 こ の 種 の 液 晶 表 示 装 置 に つ い て は 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ２ ９ ０ ５ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 液 晶 表 示 装 置 で は 、 対 極 パ ッ ド 部 １ ０ ４ と 、 シ ー ル 樹 脂 １ ３ ０ の 形
成 領 域 （ 即 ち 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ２ ０ の シ ー ル 領 域 ） と は 、 平 面 的 に 重 畳 さ せ る こ
と な く 別 々 の 領 域 に 配 置 さ れ て い た 。 そ の た め 、 第 １ の 基 板 １ ０ の 額 縁 を 広 く 設 け る 必 要
が 生 じ る た め 、 い わ ゆ る 狭 額 縁 化 が 阻 害 さ れ て い た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 コ ン タ ク ト ホ ー ル Ｈ ２ 内 の 透 明 電 極 パ ッ ド １ １ ６ 上 の 導 電 粒 子 １ １ ９ は 、 コ ン タ
ク ト ホ ー ル Ｈ ２ の 開 口 部 か ら 突 出 す る 程 度 の 粒 径 を 有 し て い る 。 即 ち 、 そ の 粒 径 は シ ー ル
領 域 の ス ペ ー サ 粒 子 の 粒 径 よ り も 著 し く 大 き い 。 そ の た め 、 導 電 粒 子 １ １ ９ が コ ン タ ク ト
ホ ー ル Ｈ ２ の 外 の 透 明 パ ッ ド 電 極 １ １ ６ 上 に 乗 り 上 げ た 場 合 、 透 明 電 極 パ ッ ド １ １ ６ と 対
向 電 極 ２ １ と の 接 続 不 良 が 生 じ る 場 合 が あ っ た 。 結 果 と し て 、 液 晶 表 示 装 置 の 信 頼 性 が 低
下 し て い た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 液 晶 表 示 装 置 の 信 頼 性 を 向 上 さ せ る と 共 に 、 そ の 狭 額 縁 化 を 図 る も
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の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 第 １ の 基 板 と 第 ２ の 基 板 の 間 に 液 晶 が 封 止 さ れ て な る 液 晶 表 示 装 置 に お い て
、 第 １ の 基 板 上 に 配 置 さ れ た 複 数 の 表 示 画 素 を 含 む 画 素 領 域 と 、 画 素 領 域 に 隣 接 し て 配 置
さ れ た 駆 動 回 路 と 、 共 通 電 位 が 供 給 さ れ 各 表 示 画 素 の 保 持 容 量 の 容 量 電 極 を 形 成 す る 保 持
容 量 線 と 、 保 持 容 量 線 を 被 覆 す る 絶 縁 膜 と 、 絶 縁 膜 に 開 口 さ れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し
て 保 持 容 量 線 と 接 続 さ れ 、 駆 動 回 路 と 重 畳 す る 位 置 に 至 る ま で 絶 縁 膜 上 に 延 在 す る 第 １ の
透 明 電 極 と 、 第 ２ の 基 板 の 第 １ の 基 板 と 対 向 す る 表 面 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 透 明 電 極 と 、 を
備 え 、 第 １ の 透 明 電 極 及 び 第 ２ の 透 明 電 極 は 、 ス ペ ー サ 粒 子 及 び 導 電 粒 子 を 含 み 画 素 領 域
の 周 囲 に 形 成 さ れ た シ ー ル 樹 脂 を 介 し て 電 気 的 に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 共 通 電 位 線 が 供 給 さ れ 画 素 領 域 の 周 囲 に 形 成 さ れ た 保 持 用 容 量 線 と 対
電 極 と を 、 シ ー ル 領 域 の み に よ り 電 気 的 に 接 続 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 従 来 例 の よ う な
対 極 パ ッ ド 部 を 第 １ の 基 板 の 額 縁 に 設 け る 必 要 が な い 。 ま た 、 上 記 シ ー ル 領 域 は 、 駆 動 回
路 と 重 畳 す る 領 域 に 形 成 す る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化 を 図
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 駆 動 回 路 と 重 畳 す る 領 域 の 第 １ の 透 明 電 極 の 近 傍 で は 、 液 晶 に 対 す る 駆 動 回 路 か
ら の 電 磁 干 渉 を 軽 減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 上 記 電 磁 干 渉 を 起 因 と す る 液 晶 の 表 示
品 位 の 劣 化 を 、 駆 動 回 路 が 第 １ の 透 明 電 極 に 覆 わ れ て い な い 場 合 に 比 し て 軽 減 す る こ と が
で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 液 晶 表 示 装 置 の 実 施 形 態 に つ い て 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 最 初 に
、 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １ ０ ， ２ ０ の 全 体 構 成 に つ い て 、 図 １ の 平 面 図 を 参 照 し て 説 明 す る
。 な お 、 図 １ で は 、 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 し た も の と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 同 一 の 符 号
を 付 し て 説 明 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 即 ち 、 第 １ の 基 板 １ ０ の 中 央 も し く は 略 中 央 に 、 画 素 領 域 １ ０ １ が 配 置 さ れ 、 そ の 周 囲
の 第 １ の 基 板 １ ０ 上 に は 、 不 図 示 の 走 査 線 及 び デ ー タ 線 を 介 し て 画 素 領 域 １ ０ １ と 接 続 さ
れ た 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 及 び 水 平 駆 動 回 路 １ ０ ３ 等 の 駆 動 回 路 が 配 置 さ れ て い る 。 ま た 、
第 １ の 基 板 １ ０ の 額 縁 （ 即 ち 、 画 素 領 域 １ ０ １ が 形 成 さ れ て い な い 第 １ の 基 板 １ ０ の 端 部
） に は 、 外 部 回 路 か ら 供 給 さ れ る 信 号 の 入 力 端 子 を 備 え た 端 子 部 １ ０ ５ が 配 置 さ れ て い る
。 そ の 入 力 端 子 の １ つ で あ る 端 子 １ ０ ５ Ａ に は 、 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ が 供 給 さ れ る 。 こ の 端
子 １ ０ ５ Ａ は 、 第 １ の 基 板 １ ０ 上 に 形 成 さ れ た 共 通 電 位 線 Ｃ Ｏ Ｍ １ と 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 第 １ の 基 板 １ ０ 上 に は 、 画 素 領 域 １ ０ １ を 囲 む よ う に し て 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ が 形 成
さ れ て い る 。 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ は 、 共 通 電 位 線 Ｃ Ｏ Ｍ １ を 介 し て 端 子 １ ０ ５ Ａ と 接 続 さ れ て
お り 、 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ が 供 給 さ れ る 。 ま た 、 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ は 、 不 図 示 の 各 表 示 画 素 に
延 び る よ う に し て 分 岐 さ れ て お り 、 各 表 示 画 素 の 不 図 示 の 保 持 容 量 の 容 量 電 極 を 形 成 し て
い る 。 な お 、 こ の 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ は 、 後 述 す る よ う に 、 画 素 領 域 １ ０ １ の 周 囲 に お い て 、
コ ン タ ク ト ホ ー ル Ｈ １ を 通 し て 、 第 １ の 透 明 電 極 で あ る 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ を 介 し て 、 第
２ の 透 明 電 極 で あ る 第 ２ の 基 板 ２ ０ の 対 向 電 極 ２ １ と 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 な お 、 対 向 電
極 ２ １ は 、 端 子 部 １ ０ ５ を 除 く 第 ２ の 基 板 の 全 面 も し く は 略 全 面 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 画 素 領 域 １ ０ １ の 複 数 の 表 示 画 素 の 詳 細 に つ い て 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 図 ２
は 、 画 素 領 域 １ ０ １ の 複 数 の 表 示 画 素 の １ ０ １ Ａ の う ち 、 そ の １ つ を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 絶 縁 基 板 か ら な る 第 １ の 基 板 １ ０ （ 即 ち Ｔ Ｆ Ｔ 基 板
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） 上 に 、 例 え ば プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ に よ り 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 等 の 絶 縁 膜 か ら な る バ ッ フ ァ 膜 １ １ が
形 成 さ れ る 。 こ の バ ッ フ ァ 膜 １ １ 上 に は 、 例 え ば ア モ ル フ ァ ス シ リ コ ン 膜 が ５ ０ ｎ ｍ 程 度
の 厚 さ に 形 成 さ れ て 、 さ ら に レ ー ザ ー ア ニ ー ル 等 の 加 熱 処 理 に よ り 結 晶 化 し た ポ リ シ リ コ
ン 膜 が 形 成 さ れ る 。 こ の ポ リ シ リ コ ン 膜 は 所 定 の パ タ ー ン に パ タ ー ニ ン グ さ れ て Ｔ Ｆ Ｔ の
能 動 層 １ ２ と な る 。 た だ し 能 動 層 １ ２ は 、 上 記 ポ リ シ リ コ ン 膜 に 限 定 さ れ る も の で は な い
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 能 動 層 １ ２ を 被 覆 す る よ う に 、 例 え ば プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ Ｄ に よ り 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 等 か ら な
る ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ が 形 成 さ れ て い る 。 能 動 層 １ ２ 上 に は 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 介 し て ゲ
ー ト 電 極 Ｇ が 形 成 さ れ る と 共 に 、 ゲ ー ト 電 極 Ｇ と 隣 接 し て 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 介 し て 保
持 容 量 線 Ｓ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。 即 ち 、 上 記 保 持 容 量 は 、 能 動 層 １ ２ 、 ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３
（ 即 ち 容 量 絶 縁 膜 ） 、 及 び 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ に よ っ て 形 成 さ れ る 。 ゲ ー ト 電 極 Ｇ 及 び 保 持 容
量 線 Ｓ Ｌ は 例 え ば 、 ク ロ ム も し く は モ リ ブ デ ン か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 こ の ゲ ー ト 電 極 Ｇ 及 び 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ を 被 覆 す る よ う に 、 例 え ば プ ラ ズ マ Ｃ Ｖ
Ｄ に よ り 、 Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 及 び Ｓ ｉ Ｎ Ｘ の 積 層 膜 等 か ら な る 層 間 絶 縁 膜 １ ４ が 形 成 さ れ て い る
。 Ｔ Ｆ Ｔ の ソ ー ス １ ２ ｓ 及 び ド レ イ ン １ ２ ｄ 上 の 層 間 絶 縁 膜 １ ４ に は コ ン タ ク ト ホ ー ル が
開 口 さ れ 、 そ れ ら の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 通 し て ソ ー ス １ ２ ｓ 、 ド レ イ ン １ ２ ｄ に そ れ ぞ れ
コ ン タ ク ト す る ソ ー ス 電 極 Ｓ 及 び ド レ イ ン 電 極 Ｄ が 形 成 さ れ て い る 。 ソ ー ス 電 極 Ｓ 及 び ド
レ イ ン 電 極 Ｄ は 、 例 え ば ア ル ミ ニ ウ ム 系 金 属 膜 （ Ｍ ｏ 膜 及 び Ａ ｌ Ｎ ｄ 膜 の 積 層 膜 等 ） か ら
な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 上 に 積 層 し て 、 例 え ば 感 光 性 有 機 材 料 か ら な る 平 坦 化 膜 １ ５ が
形 成 さ れ る 。 ソ ー ス 電 極 Ｓ 上 の 平 坦 化 膜 １ ５ に は コ ン タ ク ト ホ ー ル が 開 口 さ れ る 。 そ し て
、 こ の コ ン タ ク ト ホ ー ル を 介 し て ソ ー ス 電 極 Ｓ に 接 続 さ れ 、 か つ 平 坦 化 膜 １ ５ 上 に 延 び る
画 素 電 極 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 一 方 、 第 １ の 基 板 １ ０ に 対 向 し て 、 ガ ラ ス 基 板 等 の 絶 縁 基 板 か ら な る 第 ２ の 基 板 ２ ０ （
即 ち Ｃ Ｆ 基 板 ） が 配 置 さ れ て い る 。 第 １ の 基 板 １ ０ に 対 向 す る 第 ２ の 基 板 ２ ０ の 表 面 の 全
面 も し く は 略 全 面 に は 、 例 え ば Ｉ Ｔ Ｏ （ Ｉ ｎ ｄ ｉ ｕ ｍ 　 Ｔ ｉ ｎ 　 Ｏ ｘ ｉ ｄ ｅ ） か ら な る 対
向 電 極 ２ １ が 形 成 さ れ て い る 。 そ し て 、 第 １ の 基 板 １ ０ と 第 ２ の 基 板 ２ ０ と は 、 不 図 示 の
シ ー ル 樹 脂 に よ り 貼 り 合 わ さ れ 、 そ れ ら の 基 板 の 間 に 液 晶 Ｌ Ｃ が 封 止 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 次 に 、 画 素 領 域 １ ０ １ の 周 囲 に 形 成 さ れ た 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ 近 傍 の 構 造 に つ い て 、 図 ３ を
参 照 し て 説 明 す る 。 図 ３ は 、 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 な お 、 図 ３ で は 、 保
持 容 量 線 Ｓ Ｌ と 、 そ れ に 隣 接 し た 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ が 示 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 は 、
そ れ 以 外 の 駆 動 回 路 、 例 え ば 水 平 駆 動 回 路 １ ０ ３ が 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ に 隣 接 し て 形 成 さ れ て
い る 場 合 に お い て も 、 図 ３ と 同 様 の 構 成 を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 領 域 １ ０ １ の 周 囲 の 第 １ の 基 板 １ ０ 上 に 、 バ ッ フ ァ 膜 １ １ 及 び
ゲ ー ト 絶 縁 膜 １ ３ を 介 し て 、 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ に
隣 接 し て 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ （ も し く は そ の 他 の 駆 動 回 路 ） が 形 成 さ れ て い る 。 保 持 容
量 線 Ｓ Ｌ 及 び 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 上 に は 、 そ れ ら を 覆 う よ う に し て 、 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 及 び
平 坦 化 膜 １ ５ が こ の 順 で 形 成 さ れ て い る 。 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ 上 に 位 置 す る 層 間 絶 縁 膜 １ ４ 及
び 平 坦 化 膜 １ ５ に は コ ン タ ク ト ホ ー ル Ｈ １ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 こ の コ ン タ ク ト ホ
ー ル Ｈ １ を 通 し て 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ と 接 続 さ れ 、 平 坦 化 膜 １ ５ 上 に 延 び る 透 明 電 極 パ ッ ド １
６ （ 即 ち 第 １ の 透 明 電 極 ） が 形 成 さ れ て い る 。 こ こ で 、 平 坦 化 膜 １ ５ 上 に 延 び る 透 明 電 極
パ ッ ド １ ６ は 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 等 の 駆 動 回 路 と 重 畳 す る 位 置 に 至 る ま で 延 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 画 素 領 域 １ ０ １ 上 の 平 坦 化 膜 １ ５ 上 に は 、 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ と 同 様 の 材 料 か ら
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な る 画 素 電 極 １ ７ が 形 成 さ れ て い る 。 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ 及 び 画 素 電 極 １ ７ は 、 例 え ば Ｉ
Ｔ Ｏ か ら な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 方 、 第 １ の 基 板 １ ０ に 対 向 し て 、 第 ２ の 基 板 ２ ０ （ 即 ち Ｃ Ｆ 基 板 ） が 配 置 さ れ て い る
。 第 １ の 基 板 １ ０ に 対 向 す る 第 ２ の 基 板 ２ ０ の 表 面 の 全 面 も し く は 略 全 面 に は 、 例 え ば Ｉ
Ｔ Ｏ か ら な る 対 向 電 極 ２ １ （ 即 ち 第 ２ の 透 明 電 極 ） が 形 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 透 明 電
極 パ ッ ド １ ６ と 対 向 電 極 ２ １ と は 、 互 い に 対 向 す る 位 置 関 係 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ し て 、 第 １ の 基 板 １ ０ と 第 ２ の 基 板 ２ ０ と は 、 シ ー ル 樹 脂 ３ ０ に よ り 貼 り 合 わ さ れ 、
そ れ ら の 基 板 の 間 に 液 晶 Ｌ Ｃ が 封 入 さ れ る 。 シ ー ル 樹 脂 ３ ０ は 、 最 初 に 透 明 パ ッ ド 電 極 １
６ 上 に 形 成 さ れ る か 、 も し く は 、 対 向 電 極 ２ １ 上 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 シ ー ル 樹 脂 ３ ０ の
少 な く と も 一 部 は 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 等 の 駆 動 回 路 と 重 畳 す る 領 域 に 形 成 さ れ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の シ ー ル 樹 脂 ３ ０ は 、 ス ペ ー サ 粒 子 １ ８ 及 び 導 電 粒 子 １ ９ を 含 む 有 機 樹 脂 か ら な る 。
導 電 粒 子 １ ９ は 、 球 形 樹 脂 に 金 等 が コ ー テ ィ ン グ さ れ た コ ン タ ク ト 材 で あ る 。 ま た 、 導 電
粒 子 １ ９ の 粒 径 は 、 ス ペ ー サ 粒 子 １ ８ の 粒 径 と 等 し い か 、 ス ペ ー サ 粒 子 １ ８ の 粒 径 よ り も
０ ． １ μ ｍ ～ ０ ． ２ μ ｍ 大 き い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の 導 電 粒 子 １ ９ を 介 し て 、 第 １ の 基 板 １ ０ の 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ と 第 ２ の 基 板 ２ ０ の
対 向 電 極 ２ １ と が 電 気 的 に 接 続 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 保 持 容 量 線 Ｓ Ｌ 、 透 明 電 極 パ ッ ド １
６ を 介 し て 、 第 １ の 基 板 １ ０ 側 か ら 第 ２ の 基 板 ２ ０ 側 に 対 し て 共 通 電 位 Ｖ ｃ ｏ ｍ が 供 給 さ
れ る 。 即 ち 、 上 記 接 続 箇 所 は 、 従 来 例 に み ら れ た よ う な 対 極 パ ッ ド 部 と し て の 機 能 を 果 た
す 。 こ の よ う に 、 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ と 対 向 電 極 ２ １ と の 接 続 箇 所 は 、 シ ー ル 領 域 兼 対 極
パ ッ ド 領 域 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 上 記 構 成 に よ り 、 従 来 例 の 対 極 パ ッ ド 部 と 同 等 の 機 能 を 含 む シ ー ル 領 域 兼 対 極 パ ッ ド 領
域 を 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 等 の 駆 動 回 路 に 重 畳 し て 、 そ の 形 成 位 置 に 依 存 す る こ と な く 形
成 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 従 来 例 に み ら れ た よ う な 対 極 パ ッ ド 部 を 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２
等 の 駆 動 回 路 に 隣 接 し て 形 成 し な く と も よ い 。 そ の 結 果 、 液 晶 表 示 装 置 の 狭 額 縁 化 を 図 る
こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 垂 直 駆 動 回 路 １ ０ ２ 等 の 駆 動 回 路 を 重 畳 す る よ う に 覆 う 領 域 の 透 明 電 極 パ ッ ド １
６ の 近 傍 で は 、 そ の 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ と 対 向 す る 対 向 電 極 ２ １ と の 電 位 が 等 し い こ と に
よ り 生 じ る 電 磁 的 な 遮 蔽 効 果 に よ り 、 液 晶 Ｌ Ｃ に 対 す る 上 記 駆 動 回 路 か ら の 電 磁 干 渉 を 軽
減 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 上 記 電 磁 干 渉 を 起 因 と す る 液 晶 Ｌ Ｃ の 表 示 品 位 の 劣 化 を
、 上 記 駆 動 回 路 が 透 明 電 極 パ ッ ド １ ６ に 覆 わ れ て い な い 場 合 に 比 し て 軽 減 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 上 記 構 成 に よ れ ば 、 ス ペ ー サ 粒 子 １ ８ と 導 電 粒 子 １ ９ の 粒 径 は 、 同 径 も し く は 略
同 径 で あ る た め 、 従 来 例 に み ら れ た よ う な 粒 径 の 差 異 を 起 因 と す る 第 １ 及 び 第 ２ の 基 板 １
０ ， ２ ０ の 電 気 的 な 接 続 不 良 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 画 素 領 域 の 中 の 一 表 示 画 素 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ 】 図 １ の Ｘ － Ｘ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 例 に 係 る 液 晶 表 示 装 置 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｙ － Ｙ 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
１ ０ 　 第 １ の 基 板 　 　 　 　 １ １ 　 バ ッ フ ァ 膜 　 　 　 　 　 １ ２ 　 能 動 層
１ ３ 　 ゲ ー ト 絶 縁 膜 　 　 　 １ ４ 　 層 間 絶 縁 膜 　 　 　 　 　 １ ５ 　 平 坦 化 膜
１ ６ 　 透 明 電 極 パ ッ ド 　 　 １ ７ 　 画 素 電 極 　 　 　 　 　 　 １ ８ 　 ス ペ ー サ 粒 子
１ ９ 　 導 電 粒 子 　 　 　 　 　 ２ ０ 　 第 ２ の 基 板 　 　 　 　 　 ２ １ 　 対 向 電 極
１ ０ １ 　 画 素 領 域 　 　 　 　 １ ０ １ Ａ 　 表 示 画 素
１ ０ ２ 　 垂 直 駆 動 回 路 　 　 １ ０ ３ 　 水 平 駆 動 回 路
１ ０ ４ 　 対 極 パ ッ ド 部 　 　 １ ０ ５ 　 端 子 部 　 　 　 　 　 　 １ ０ ５ Ａ 　 端 子
Ｌ Ｃ 　 液 晶 　 　 　 　 　 　 　 Ｓ Ｌ 　 保 持 容 量 線
Ｃ Ｏ Ｍ １ ， Ｃ Ｏ Ｍ ２ 　 共 通 電 位 線
Ｓ 　 　 ソ ー ス 電 極 　 　 　 　 Ｄ 　 　 ド レ イ ン 電 極 　 　 　 　 　 Ｇ 　 　 ゲ ー ト 電 極
Ｈ １ ， Ｈ ２ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル

10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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摘要(译)

从第一基板侧向第二基板侧提供公共电位的液晶显示装置具有提高的可
靠性和狭窄的框架。 形成在第一基板（10）侧的透明电极焊盘（16）通
过接触孔（H1）与辅助电容线（SL）连接，并延伸成在垂直驱动电路
（102）上与平坦化膜（15）重叠。 我在做 叠加在垂直驱动电路102上
的透明电极焊盘16经由密封树脂30连接到第二基板20的对电极21，该密
封树脂30包含间隔颗粒18和具有相同或基本相同直径的导电颗粒19。 
有。 即，第一基板10和第二基板20通过密封树脂30在相同的位置结合在
一起，并且电连接良好。 结果，提高了液晶显示装置的可靠性，并且可
以缩小液晶显示装置的框架。 [选择图]图3
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